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現在支持されている階層的銀河形成シナリオにおいて、銀河同士の衝突合体は、銀河進
化にとって非常に重要な過程である。これまでの観測や数値シミュレーションから、銀河
衝突過程において、スターバースト／星団形成／銀河中心へのガス供給がおこることが知
られている。しかしながら、従来の数値シミュレーションでは、質量分解能が極めて粗く、
104 Kの等温ガスを仮定していたことから、星形成や星団 形成を表現できないことが指
摘されている（Saitoh et al. 2009a, Saitoh et al. 2009b）。また、空間分解能の粗さから、
銀河中心スケール（数 10 pcスケール）までのガス供給についても表現することができな
かった。
そこで私は、並列化Tree+GRAPE N体/SPHコード ASURAを用いて、様々な銀河衝
突パラメータで、 質量分解能 3× 103 M⊙、空間分解能 20 pcで、ガスの冷却も 10 Kま
で解いた、銀河衝突合体 の超高分解能シミュレーションをおこなった。 その結果、銀河
合体過程において、108 M⊙程度の超大質量星団が銀河中心から数 kpc の領域に複数形成
されることを世界で初めて示した。 また、形成された超大質量星団が力学的摩擦により
銀河中心に落ちることによって、銀河中心領域の数 10 pc以内（従来のシミュレーション
で表現できていたスケールよりもはるかに小さいスケール）まで質量を供給できることが
わかった。
また、私のシミュレーションで得られた銀河衝突合体過程における超大質量星団形成に
より、z ∼ 0.1で観測されているmultiple nucleiをもつ銀河を説明できることがわかった。
HSTによる観測で、z ∼ 0.1でmultiple nucleiをもつ ULIRGsが観測されている。これ
らの銀河は、短い時間スケール（数 100 Myr）に、複数回の銀河衝突合体がおきることに
よって形成したと解釈されている。しかしながら、これらの割合はULIRGsサンプルのう
ち 20%であり、理論から得られる銀河合体率から見積もられる割合（< 1%）と比較して
非常に多く、このことが大きな問題となっている。そこで、私の銀河衝突合体シミュレー
ションのデータを解析した。その結果、超大質量星団は、その内部で活発的な星形成をす
るため、星団が可視から近赤外領域で強い光を放出し、銀河コアのように見えることがわ
かった。そのため、１回の銀河衝突合体においてもmultiple nucleiをもつ銀河として観測
される可能性がある。つまり、multiple nucleiは、１回の銀河衝突合体でも説明可能であ
るという極めて重要な結果を示した。


